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「悪 質 な ら 奨 学 会 で 考 慮 も 」

さて,今時の学生が贅沢なのでしょうか?

下にバス時刻表を掲載しました。造成中にはクマの足跡も残っていた角間キャンパス。終

バスのことを考えたら,サークル活動どころではないといった環境にあるようで視

城内にあった頃 訛島餞l… まで激論し,その後開 武蔵 4■野界隈と 頭を

冷やしに繰り出したものでした。そのあたりこそが部活動であった方もあるでしょう。

この逆境 (?)でワシ分 レ漢動を続けている,投達は精銚続い 1
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全カテきのパス時刻表 除沢駅前翔
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